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研究成果の概要（和文）：今回の研究では、日本全国を対象として水道水リチウムと自殺率の関連を、自殺に影
響を与える可能性のある種々の要因で補正しながら検討することが目的であった。日本全国の785市と東京都の
23区を合わせた808市・区の水道水を全て採取し、それらのリチウム濃度を測定した。自殺の標準化死亡比(SMR)
を2010年～2014年の5年分算出しその平均値を自殺率として使用した。自殺率を従属変数とし、各市・区の水道
水リチウム濃度、8地方、水道水リチウム濃度と各地方の交互作用を独立変数とし、人口による重み付けをしな
がら重回帰分析を行った。その結果、日本全国においても水道水リチウムは男性の自殺率の低さと有意に相関し
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to investigate the association between 
lithium levels of tap water and suicide rate with adjustment of potential factors affecting suicide 
in all 785 cities and 23 wards of Tokyo in all over Japan. Standardized mortality rates (SMRs) of 
suicide for 2010-2015 were averaged and used for suicide rates. Multiple regression analyses were 
performed to predict total SMRs, male SMRs, and female SMRs using lithium levels of tap water of 808
 cities/wards, 8 districts (Hokkaido, Tohoku, Kanto, Chubu, Kinki, Chugoku, Shikoku, Kyushu), and 
interactions between lithium levels and individual districts as independent factors. As a result, 
lithium levels significantly and inversely predicted male suicide SMRs, but not female suicide SMRs.
 The present findings suggest that lithium in tap water may be inversely associated with male 
suicide rate.

研究分野：疫学研究
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１． 研究開始当初の背景 
自殺に影響を与える要因として、これまで
さまざまな心理社会学的要因や生物学的要
因が検討されてきた。その中で、私どもは大
分県において水道水のリチウム濃度と自殺
率を調査し、リチウム濃度が高い地域は自殺
率が低いことを示した (Br J Psychiatry, 
2008) 。 さ ら に 科 研 費 基 盤 研 究
(C)( 22591264：2010-2012)を獲得し、研究
のフィールドを九州全域に広げ、274の市町
村を対象とし、水道水リチウム濃度と自殺の
標準化死亡比（SMRs）の関連を各市町村の
人口で重み付けしながら、種々の要因で補正
しつつ検討した。その結果、男性において水
道水リチウムが高いほど、自殺が減ることが
確認された(J Clin Psychiatry, 2015)。 
 
２．研究の目的 
 日本全国を対象として、水道水リチウムと
自殺率の関連を、自殺に影響を与える可能性
のある種々の要因で補正しながら、検討する
ことが目的である。 
 
３．研究の方法 
 日本全国の 785 市と東京都の 23 区を合わ
せた 808 市・区の水道水をすべて採取し、そ
れらのリチウム濃度を測定した。自殺の標準
化死亡比（SMR）を 2010 年から 2014 年の 5
年分算出しその平均値を自殺率として使用
した。 
 なお、自殺に影響を与える可能性のある
種々の要因は 2015 年に施行された国勢調査
の確定値の発表を待たねばならず、現時点で
未発表のため、この報告書へは反映させるこ
とはできない。代替法として、全国を 8地方
（九州、四国、中国、近畿、中部、関東、東
北、北海道）に分けて、それぞれの地域に属
するか否かの独立変数（属する=1，属さない
=0）を立てて、重回帰分析に投入した。 
 従属変数としては、男女込みの自殺率、男
性のみの自殺率、女性のみの自殺率として、
それぞれを説明する要因として、各市・区の
水道水リチウム濃度、8 地方、水道水リチウ
ム濃度と各地方の交互作用を独立変数とし
て、人口による重み付けをしながら、重回帰
分析を行った。 
また、各地方の傾向を探るために、808市
区（785 市+東京 23 区）の濃度を 4 分位数
(quartitle)に分割した（25パーセンタイルは
0.6 μg/L；50パーセンタイルは 1.3 μg/L；75
パーセンタイルは 2.5 μg/L)。自殺率を、男女
込、男性のみ、女性のみに分類し、4 段階の
リチウム濃度に沿って図示した。 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
１）水道水リチウム濃度 

   

区間 級代表値 度数 

0.00～6.42 3.21 756 

6.42～12.83 9.63 31 

12.83～19.25 16.04 10 

19.25～25.67 22.46 3 

25.67～32.08 28.88 5 

32.08～38.50 35.29 0 

38.50～44.92 41.71 2 

44.92～51.33 48.13 0 

51.33～57.75 54.54 0 

57.75～64.17 60.96 0 

64.17～70.58 67.38 0 

70.58～77.00 73.79 1 

合計   808 

水道水リチウム濃度は、0-77 μg/L の範囲に
あり, 平均値は 2.48 μg/L, 中央値は 1.3 
μg/L であった。 
 
２）8地方の傾向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
以上のように、地方によって水道水リチウム
濃度と自殺率の相関はさまざまで一貫した
傾向は見いだせなかった。 
 
３）重回帰分析 
 
そこで、先述した重回帰分析を男女込み、男
性のみ、女性のみの順に行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
水道水リチウム濃度は男女込みの自殺率と
有意な負の相関を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
水道水リチウム濃度は男の自殺率と有意な
負の相関を示した。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
水道水リチウム濃度は女性の自殺率と相関
しなかった。 
 
４） まとめ 
大分県や九州と同様に、日本全国において
も、水道水リチウムは男性の自殺率の低さと
有意に相関した。調整済み R2値が小さいので、
国勢調査の確定値が発表され次第、自殺の背
景要因でさらに補正する必要がある。 
また、一次レベル（市単位）と二次レベル
（地方）レベルの効果を整理するために、今
後はマルチレベル解析を導入しながら、今回
使用した自殺統計と時期を同じくする社
会・経済・気象データの中で自殺率と関連す
る要因を抽出し、解析結果を補正していく予
定である。 
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